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１． 本年度の研究成果  

本研究班には、地域における取組、と、分野横断的な課題、との２つの要素がある。  
このうち、地域における取組については、昨年までに引き続き、地域での対策支援とそ

のパッケージ化に重点を置きつつ、たばこ対策の各要素を検討した。  
保健所における対策支援を行うとともに、研究会を開催し対策の情報共有に努めた。こ

れまでに保健所におけるタバコ対策を個別支援、市町村その他との協働事業、教育研修、

イベント、実態調査、連携会議による禁煙推進活動、介入研究、環境整備の８つに類型化

し、それに従い各保健所や市区町村で実際に行う対策事業の内容を詳細に調査した。この

結果をもとに、保健所におけるタバコ対策のマニュアルの作成を企図している。  
上記のような先行事例の分析や新たな介入方法の提言をもとに、地域におけるたばこ対

策の普及を目指して、自治体等でたばこ対策に関わる専門家の知識向上・スキルアップと

対策推進支援の方法の確立を目指し、（1）たばこ対策の計画立案と評価に必要なアセスメ

ント方法（評価項目と調査法）の提示とフィールドでのプレテストの実施、（2）対策立案

を目的にした研修で使用する教材開発、（3）研修会の実施とフォローアップ、（4）防煙教

育のためのツール作成とスキル普及の研修を行った結果、地域等でたばこ対策に関わる専

門家に対する研修方法を提示し、具体的なたばこ対策事業・活動計画が立案できた。  
たばこ対策の柱に沿った個別の取組として、１）未成年喫煙対策では、タバコフリーキ

ャラバン（医師会、行政、教委、NPO、看護協会等が共催するワークショップ型タバコフ

リー教室）の有効性を検討した。２）受動喫煙対策では海外で頻繁に用いられる PM2.5 濃

度を測定し、行政へ対策を促す材料として活用した。また、社会経済状況やその代理指標

により、「格差」に注目した対策に繋がるよう、喫煙状況の実態把握も実施した。  
また、３）禁煙支援・治療については、地域での禁煙支援実施施設でネットワークを構

築し、主として OTC 薬と保険治療を用いた禁煙を効率的に推進し地域での禁煙成功者の増

加を目指すとともに、ネットワークの形成過程のプロセス評価を行った。 

 ほか、分野横断的な課題については、歯科従事者によるたばこ対策の検討、海外では

議論の進む無煙タバコについての情報の整理、インターネットプログラムとスクーリング

プログラムとからなる、習熟度を踏まえたカリキュラムの「禁煙支援者育成プログラム」

の検討、禁煙支援コミュニティ形成のための IT を活用したパッケージの試験運用、喫煙

の累積的なリスクに対する認識についての調査、様々な介護関連施設での喫煙の実態や意

識に関する調査、等を昨年までに引き続き、ほかステークホルダー分析を今年度行った。  
 
２．前年度までの研究成果  

地域における取組では、保健所の協力を得て研究会を実施し、対策の類型化を試み、８

つに分類しまとめるとともに、各機関におけるタバコ対策の実施支援を行った。ほか、対

策の柱に沿った個別の取組として、未成年喫煙対策では、地域ぐるみの体験型・ワークシ



ョップ型タバコフリー教室を実施し、その過程で格差問題（関係者に喫煙者が多い、受動

喫煙被害が深刻である事例など）を把握した。受動喫煙対策については、タクシーの全車

禁煙化に対しての経験から、対策が進まない地域では横の連携を図ることの重要性が明ら

かとなった。さらに、地域での禁煙治療・支援の推進のため、保険診療による禁煙治療の

標準化を進め、OTC 薬貫遂率を高め OTC 薬による成功率を高めるため、セルフヘルプ教

材（禁煙手帳）の開発や、パス・問診シートの共有などを通じて、連携体制を構築した。  
分野横断的な課題では、歯科医師会・自治体等を通じて網羅的に収集した地域の歯科事

例を検討した。無煙タバコによる害の低減効果および喫煙助長に関する論争について、わ

が国での対応を想定し学術的検討を行った。ＩＴを活用した禁煙支援プログラムの支援内容、

成立過程についての調査のほか、禁煙支援者向けのコミュニティ構築等 IT の禁煙支援への応

用に関して検討を行った。喫煙に対するリスク認知及び喫煙行動の実態と合理的思考につ

いての調査や、喫煙リスクの情報提供に関する社会実験を通じ、情報提供方策を検討した。  
 
３． 研究成果の意義及び今後の発展  

地域における取組について、米国 CDC が示す地域における包括的・総合的タバコ対策

の目標と要素を念頭に、地域の喫煙対策をすすめその有効性も検討したが、欧米の地域喫

煙対策の枠組みを意識した介入が、日本でも有効であることが確認できた。具体的には、

まず地域における取組について、それぞれの関係者・機関では、他の関係者・機関が実施

するたばこ対策の状況があまり把握されていないことが明らかとなった。地域では、まず

は地域の関係者・機関の対策実施状況を知り、お互いの情報を交換し合うことから対策の

より綿密な実施が展開できる。一方、たばこ対策の扇の要とも言える、地域における禁煙

治療・支援について、地域資源を有効に結びつけるネットワークの形成を促すとともに、

OTC 薬による禁煙成功者、保険診療による禁煙成功者の増加を目指した活動を行ったが、

今回の成果から、患者・顧客・地域住民に対する禁煙指導の役割が未成熟な組織において

は、連携機関としての役割が果たせない可能性があることが明らかとなり、地域での連携

以前に、まずは各機関の患者・顧客・地域住民に対する禁煙介入の社会的認知度を向上さ

せること、および各担当者の禁煙介入力の向上を図ること、が優先されると思われた。  
 分野横断的な課題では、情報提供の効果的な情報提供の方策、IT を活用した各種支援の

あり方、地域での福祉施設等での対策の必要性、国内では議論がない無煙タバコの問題な

どのテーマに着目する意義が明らかとなり、今後も対策推進方策を模索する必要がある。  
 以上、本研究班で実施した対策や研修の成果を対策マニュアル等の活用しやすい形式に

まとめることは、特定地域のみでなく今後積極的に対策を推進したい地域に大きく役立つ

ものと期待される。同時に、本研究班を通じて確立された研修手法を他地域にも応用する

ことで、専門家の知識向上とスキルアップ、引いては関係者連携の構築が期待できる。  
 
４． 倫理面への配慮  

本研究において、個人を対象とした調査を実施する場合については、基本的に研究者の

所属機関に事務局を設置し、個人情報の取扱いについては一元化しかつ一定の管理下にお

くこととし、各施設の倫理審査委員会に諮るものとした。自治体等団体への調査および海

外における調査は、問い合わせ、連絡用途以外の個人情報は要求しないなど配慮した。  
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